第３回学校適正配置羽黒地域検討委員会　会議概要
○　日　　時　　平成２６年２月１８日（火）　午後７時～８時３０分
○　会　　場　　羽黒公民館
○　次　　第　　１．開　会

　　　　　　　　２．挨　拶
　　　　　　　　３．議　事
　　　　　　　　　（１）報告

　　　　　　　　　　　　①学校適正配置の検討状況

　　　　　　　　　　　　②各懇談会における検討結果
　　　　　　　　　（２）協議
　　　　　　　　　　　　①地域検討委員会としてのとりまとめについて
　　　　　　　　　（３）その他
　　　　　　　　　　　　①学校適正配置の今後の進め方

　　　　　　　　４．閉　会

○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　４人

○　審議事項
（１）報告

①学校適正配置の検討状況

　　　　（事務局説明）

　　　　　・鶴岡市全体における学校適正配置の進捗状況と羽黒地域の検討経過について説明。

　　　　（質疑・意見）

　　　　　・藤島地域では、今次計画における統合の見合わせの報告ありとあるが、それでも良いのか。

　　　　（事務局の回答）
・今次計画においては地域合意を尊重するが、統合合意に至らなかった状況を踏まえて、検討期間を延ばして、教育委員会としての最終判断をさせていだだく予定をしている。

②各懇談会における検討結果

　　　　（羽黒第一小学校区懇談会からの報告）

懇談会においていろいろと議論し、統合の可否を含め、将来の一小のあり方について全戸アンケートを行った。さらに、保護者へのアンケートも行なった。
それらの結果を受けて、平成２６年１月に第７回懇談会を開催し、地元意向の集約を行なった。

アンケート結果として、全体的に見て、統合するのは仕方がないが一本化が良いという問題が出ている。同時に、学校をなくするのは嫌だ、手向地区の衰退につながるという意見も出た。懇談会において、３０名の委員から会長を除いた２９名で投票を行なった。出席が２２名、欠席が７名。欠席の委員で意思表示のなかった６名は棄権とした。その結果、統合が１２票、統合しないが１１票という状況になった。

現時点では、統合への意向が二分し、結論をまとめることが出来なかった。
　　　　（羽黒第四小学校懇談会からの報告）

四小懇談会としては、平成２４年３月に第１回懇談会を開催し、協議をスタートして以来、懇談会の開催、授業参観、全戸対象のアンケート調査の実施等を行なった。
学校に対する地域住民の熱い思いや地区の歴史的経過から、小学校がなくなると地域の活力が失われるのではないか、さみしいなどいろいろな意見が出されたが、少子化の現状の中で子どもたちの学習環境の充実のために、学校の統合はやむを得ないという意見が多く出された。
また、統合の相手校について、一部地域から異論も出されたが、改めて調整を行い、平成２５年９月に開催された第６回懇談会において、平成２８年４月に羽黒第四小学校の子どもたちが一緒に羽黒第三小学校へと統合するという集約結果になった。
この結果を地域住民に周知するため全戸に文書を配布した。その他、懸案事項など調整すべき課題については、統合準備委員会等で協議をし、地域住民の不安の解消等に努めていただくよう申し上げて報告とする。

（２）協議

①地域検討委員会としてのとりまとめについて

　　　　（事務局説明）

・地域検討委員会の今後の進め方に関する教育委員会の考え方について説明。

・羽黒第三小学校、第四小学校の学校適正配置の今後の検討スケジュール案について説明。
　　　　（羽黒第四小学校懇談会からの報告及びとりまとめへの質疑・意見）

・次回の地域検討委員会で最終結論のとりまとめをするにあたり、第三小学校の意向も賛成となれば良いが、実際のところはどうなのか。

　　　　（事務局の回答）

・学区の意向が決まらない段階で、相手方への説明は難しいため、これまで第三小学校区への説明はしていないが、今日の結果を受け、直ちに第三小学校区へ説明し、次の地域検討委員会に報告させていただく。具体的な検討は、統合準備委員会の中で、両者間で調整をしていきたい。四小学区の苦渋の決断を三小学区の皆さんに理解していただけるように説明してまいりたい。

　　　　（羽黒第一小学校懇談会からの報告及びとりまとめへの質疑・意見）

　　　　　・最後の懇談会での採決は多数決で言えば１２対１１。この結果で、第一小学校を統合するというのは乱暴すぎる。一旦仕切り直しをすべきだと思う。

・アンケートを見直すと統合賛成が多い。このことをどのように考えるか。拮抗していることは認めるが、地区ではまとまらなかったということだと思う。

・懇談会のあり方だが、その進め方や実績、参加率はどうだったのか。

・出来れば羽黒で一つの小学校にしたいという話があったが、今、一つの小学校になることは難しいと思う。子どものためを考えて前向きに進んで行ってほしい。

・当面羽黒東小学校、羽黒西小学校という形で、いずれ一つに統合するという考えも出されたが、羽黒全体でそのような方向に動いていないのでそれが可能なのか。

・おおよそ統合の方向に進むという住民の意向はあるようだが、まだ納得できないということであれば、もう少し落ち着くまで一小に検討する時間を設けたらどうか。
・懇談会では何とか結論を出そうとした。その２年間は尊重していただきたい。懇談会をもう一度立ち上げて１０月まで検討していくというのは大変である。

・今回の地域検討委員会では、時代の流れや子どもの教育という点から統合してはどうかという意見が強かったということを踏まえて、なんらかの検討の機会を開いていただきたいが、今後動きがないということであれば、見送るしかない。
　　　　（事務局の回答）

・懇談会のもち方として、委員は人数の制限なしに地元で構成していただき、３０名ほどで議論を重ねて、懇談会の意思で実施してきた。教育委員会としては、地域合意を尊重してきた。結果的に、計画への理解を得られるまでには至っていないが、もう少し時間をかけて議論いただいくことが必要と認識している。

・子どもたちの教育環境と地域振興については、教育委員会としては子どもたちの教育環境の充実を優先させていただきたいということ、地域の皆さんからすれば地域が無くなれば何にもならないということで、その辺の考え方で溝が大きいのではないかと思う。

　　　　（協議のまとめ）
　　　　　・羽黒第四小学校区については、３月中旬に羽黒第三小学校区への説明会を行い、それを踏まえて次回の地域検討委員会において最終結論の取りまとめを行なう。

　　　　　・羽黒第一小学校区については、現時点ではまとめるに至らない。ただし、検討期間が延長されたので、１０月末までの動きを見守る。

（３）その他

①学校適正配置の今後の進め方

　　　　（事務局説明）

・第一小学校区：１０月まで検討期限を延長し、推移を見守ることを説明。
・第四小学校区：今後の進め方について説明。
　　　　（質疑・意見）

　　　　　・出来ればこの地域検討委員会の委員で、一つの小学校を目指して運動が出来ないものか。

